

































































































































　Beμ9／kg生 　K9／kg生 　Ca9／kg生 　Be－7Bq／kg生 Bq／μ9－Be
　　むき身2．0～6，3（4．1）2．0～2．8（2．6）
ホ貝　柱1．5～2．6（2．1）1．6～2．6（2，2）
ツ筋肉と足1．7～3．！（2．6）1．8～3．1（2．7）
秀・モ2．9～6．3（5．2）・．7～2．2（・．8）
イ内臓8．8～21（14）　2．3～2．7（2．6）
　　貝殻　2．2　　0．17
0．1　～0．5（0．31）　　0．5～1．3（1．0）
0．1～0．4（0．25）　0．7～　1．5（1．0）
0 1～0．2（0．16）　0，3～1，1（0．7）
0．2～0．4（0．35）　0．3～1．3（0．8）
0．2～0．5（0、38）　1．2～4．3（2．6）
　　　345　　　　　　　ND
0．2～　0．3（0．25）
0．3～　0．9（0．49）
0．1～0．7（0．30）
0．1～　0．3（0．15）
0．1～0．3（0．22）
　　むき身
ホ　貝　　柱
を　ヒ　モ
男生殖腺
イ　ウ　　ロ
　　貝　　殻
0．3～0，6（0．45）
0．1～0．5（0．24）
0．2～1．0（0．57）
0．6～1．8（1．2）
0．5～2．4（1．2）
　　2．7
2．5～3．1（2．9）
3．5～4．2（3．8）
2．0～2．6（2．2）
2．0～4．2（2．8）
1．5～3．1（2．5）
　　0．25
0．2　～0．6（0．29）
0．05～0．2（0．14）
0．4～1．0（0．58）
0．2　～0．8（0．35）
0．2　～0．8（0．45）
　　　287
1．3～4．0（3．2）
0．3～　2．1（1．1）
1．3～　5，6（2．9）
2．1～21　　（8．4）
2．7～15　　（7．1）
　　ND
4．2～9．8（7．1）
1．2～10　　（5．1）
1．8～13　　（5．7）
！．6～18　　（6．8）
1．8～15　　（7．2）
（）内の数値は算術平均値　　ND；検出下限値（0．1Bq／kg）以下
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順に含まれていることがわかる．ホタテガイではヒモとえ
ら，生殖腺及びウロの部位にほぼ同程度，ついで貝柱の順
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　團貝柱　　圓筋肉と足　　ロ　ヒモ　　■内臓
図1ホッキガイ1個当たりの部位別の生重量（左側；g），
　　　Be（中央；ng）及びBe－7（右側；mBq）含有量の推移
に含まれていることがわかる．
　当所の屋上において採取している月間降下物の調査によ
れぽ，Be－7降下量は月や年によって大きく変動しており，
秋季（9～11月）の顕著なピークとまれに春先のピークが
認められている3）．ホッキガイはいずれも7月末に採取し
たものであるが，そのBe－7含有量は年によって数倍の差
が認められる．ホタテガイの旬の時期は産卵期前といわれ
ており，生殖腺の大きさは8月目最も小さく，2月から5
月目かけて成長している．図2に示すBe－7含有量の変動
はこの周期とほぼ一致するものであり，Be－7降下量の変
動との関連は薄いものと思われる．
　貝1個当たりの部位別の生重量及びBeとBe－7含有量
をまとめて表2に示す．貝殻を除く部位の合計を可食部と
し，可食部に占める割合（％）を括弧に示す．
　ヒトがこれらの貝を摂取しても，BeとBe－7含有量は
健康影響が問題視されるようなレベルを充分に下回ってい
た．ただし，ホッキガイの内臓及びホタテガイのウロの部
位はその占める重量は小さいものの，Be－7及びBe含有
量は40％近くにまで達することがあった．
　貝1個当たりのBe－7含有量はホッキガイよりもホタテ
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図2ホタテガイ1個当たりの部位別の生重量（左側；g），Be（中央；ng）及びBe－7（右側
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表2貝1個当たりの部位別の生重量及びBeとBe－7含有量
生重量
9／個
Be
ng／個
Be－7
mBq／個
ホ
ッ
キ
ガ
イ
貝　　柱
筋肉と足
ヒ　　　モ
内　　臓
可食部
貝　　殻
5．2～9．0（10～12％）
22．1～42．3（46～64％）
9．2～17．9（18～33％）
3．9～5．0（7～10％）
　　　48～72
　　　91～144
9～　16（　5～　6％）
39～111（22～49％）
47～112（20～48％）
44～　95（20～35％）
　　176～273
　　　209
5～　8（　9～19％）
13～25（35～51％）
4～21（12～31％）
5～19（11～35％）
　　35～70
　　　ND
ホ
を
ア
ガ
イ
貝　　柱
ヒ　　　モ
生殖腺
ウ　　ロ
可食部
貝　　殻
5．5～36．2（31～52％）
4．6～30．7（24～39％）
0．6～28．4（3～34％）
1，5～　9．4（　9～15％）
　　12～98
　　22～ユ46
1～　ユ0（10～46％）
1～　29（26～45％）
1～　27（10～43％）
3～　22（12～38％）
　　7～87
　　　241
9～42（　7～25％）
15～83（24～46％）
8～88（11～35％）
12～93（16～39％）
　　64～248
　　　ND
ND；検出下限値（1　mBq／個）以下
ガイの方で，Be含有量はホタテガイよりもホッキガイの
方で高いことが認められた．
要 約
　平成12年度から16年度までに，ホタテガイ及びホッキ
ガイを対象として，放射性核種：（Be－7，　K－40，　Cs－137，
Sr－90）及び安定元素（Be，　K，　Ca）含有量に関する調査
を実施し，次の結果が得られた．
1．ホッキガイについて，むき身のBe－7とBe含有量は
　0．5～1．3Bq／kg生，2．0～6．3μg／kg生であり，その比
　の値は0．2～0．3Bq／μg－Beのレベルであった．
2．ホタテガイについて，むき身のBe－7とBe含有量は
　1．3～4．OBq／kg生，0．32～0．63μg／kg生であり，その
　比の値は4．2～9．8Bq／μg－Beのレベルであった．
3．海水中のBe濃度として2．5×10－4μg／Lを適用して
　濃縮係数を算出すると，ホッキガイでは（0．8～2．5）×
　104，ホタテガイでは（1．3～2．5）×103であった．
4．Cs－137はホタテガイのどの部位からも検出されな
かったのに対してホッキガイの内臓等から検出されるこ
　とがあった．一方，Sr－90はホタテガイ及びホッキガイ
のどの部位からも検出されなかった．
5．貝1個当たりのBe－7含有量はホッキガイよりもホタ
テガイの方で，Be含有量はホタテガイよりもホッキガ
イの方で高いことが認められた．
　稿を終えるにあたって，調査にご理解とご協力を賜った
関係各位に対して深謝いたします．
文 献
1）環境放射線一泊発電所周辺環境放射線監視結果報告書（平
　成15年度第1四半期～第4四半期），北海道，2003年9
　月，12月，2004年3月，6月
2）西村雅吉編：海洋化学一化学で海を解く，産業図書，東京，
　1983，　p．54
3）北海道立衛生研究所健康科学部放射線科学科編：環境放射
　能調査年報44～48，北海道立衛生研究所，札幌，2001～
　2005
一30一
